
※ 申込後、送信確認メール（自動返信）が届かない場合は、その旨
　 事務局までメールまたはお問合せフォームよりご連絡ください。
※ 申込期限内でも定員を超えた場合は、受付を終了する場合があ
 　りますので、お早めにお申し込みください。
※ 定員を設けていますので、申込後に参加できなくなった場合は、
　 事務局までメールにてお知らせください。

申込はHPの申込フォームから　
https://healthcare-art.net

星つむぎの村 　出張プラネタリウムの様子（高橋 真理子）

　ヘルスケアアートとは、健康で持続可能な社会と人々のウェルビーイングを
目指し、アートを活用して医療福祉施設などの環境ストレスを軽減し、人々の
絆と生きる力を引き出す取り組みです。
　本事業では2018年度より対面およびオンラインでヘルスケア分野のアート
マネジメント人材育成のために、講座やワークショップを展開してきました。
その締めくくりとして、これまで5年間の取り組みをふり返りながら、日本の
ヘルスケアアートの課題や展望を考えるサミットを開催します。
　最後ということで、オンラインだけでなく、鈴木研究室でヘルスケアアート
に携わった名古屋市立大学医学部附属東部医療センターでも開催し、参加され
る皆様の交流の機会にしたいと考えています。ご参加お待ちしています！

2023年2月23日[祝・木]14:00-17:00 13:15開場
名古屋市立大学医学部附属東部医療センター救急外来棟4階 多目的ホール（定員先着50名）
＋オンライン（Zoom、定員先着80名）

アートで
病院を元気に!!

もっと
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これからの
ヘルスケアアートを考える

ヘルスケアアート全国サミット2023
Healthcare Art National Summit 2023

参加無料・要申込　 2/20[月]申込
締切

なごやヘルスケア・
アートマネジメント推進事業
５年間の活動の軌跡
サミット会場に写真パネルや
資料等を一部展示予定

\\事業スタート！//
・森口ゆたか先生らが登壇し
 シンポジウムを開催（6/23）。
・7-8月 名古屋駅で全８回＋
 オマケ１回の連続講座を開催。
・名古屋市の高齢者施設でアート
 企画 （雛祭りイベント）を実施。
・冊子発行（1-2号）。

・キックオフ講座、全８回＋１回の
  連続講座を名古屋駅で開催。
　・英国の先進事例を学ぶ国際シン
 　 ポジウムを名古屋・東京で開催。
　 ・ヘルスケアアートカタログ制作。
　　 ・シールを利用した
　　　空間装飾実験。
　　　・冊子発行（3号）。 \\コロナ禍でオンライン化！//

・全８回の連続講座をZoom開催。
・ヘルスケアアートウィーク。
・オンラインシンポジウム。
・ヘルスケアアートなごや宣言2020。
・ヘルスケアアートの歌＆動画等を制作。
・事例集サイト制作＆冊子発行（4号）。

・コロナ病棟にアートを届けるWS。
・英国レポートの輪読ゼミ
 ＋英国担当者との対話会。
・高齢者のヘルスケアアート
 事例を集めるWS。
・オンラインサミット。
・ヘルスケアアート宣言2022。

・北欧のHYGGEと事例からヘルス
 ケアアートを考える学習会＆講座。
・救急医療のヘルスケアアートを
 考える研究会＆報告会。
・デジタル分野のヘルスケアアート
 連続講座全６回（英国・仏国含む）。
・全国サミット開催
 （本チラシのイベントです！）。

東部医療センター 入院・診療棟1階廊下の壁画装飾
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なごやヘルスケア・アートマネジメント推進プロジェクト事務局
〒464-0083 名古屋市千種区北千種2-1-10 名古屋市立大学芸術工学部内
E-mail： healthcare_art@sda.nagoya-cu.ac.jp
HP：https://healthcare-art.net 　FAX：052-721-3110 

令和 4年度 文化庁 大学における文化芸術推進事業
ヘルスケアアート活動をつなぐオンラインネットワークの構築
コロナ社会の医療福祉環境改善に資するアートマネジメント人材育成

  

なごやヘルスケア・アートマネジメント
推進プロジェクトとは
　2018-2022年度の 5 年間、「文化庁 大学における文化
芸術推進事業」に採択をいただき、名古屋市立大学の医
療系・人文社会系・芸術工学系を擁する人材と、20 年以
上にわたる芸術工学部でのヘルスケアアートの実績を活
かし、ヘルスケア分野におけるアートマネジメント人材の
育成やその有用性の啓発を目指し、連続講座やシンポジ
ウム、ワークショップ等を開催してきました。
　対面およびオンラインで活動を継続する中で、各地で
の豊富な実践が報告され、全国的なつながりも生まれて
きています。ヘルスケアアートに取り組む際の参考にし
ていただけるよう、講義録や活動報告は事業 HP に、各
地の実践例は「ヘルスケアアート事例集」
サイト（healthcare-art-works.com）に掲載
しています。

上野 淳
Jyun UENO
東京都立大学 名誉教授、工学博士
元 社団法人日本医療福祉建築協会 会長

名古屋市立大学 理事長、医学博士

鈴木 賢一
Kenichi SUZUKI
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 教授
なごやヘルスケア・アートマネジメント事業実行委員長

名古屋市立大学医学部附属 東部医療センター
救急外来棟４階多目的ホール　名古屋市千種区若水１丁目2-23
● 名古屋市営地下鉄 今池駅3番出口から徒歩約10分、池下駅西出口から徒歩約13分
● 施設駐車場（規定の駐車料金が必要）は台数が限られていますので、できるだけ公共
　交通機関をご利用ください。第２駐車場（市営池下駐車場）は祝日は利用できません。
● 施設へは南出入口または時間外出入口からお入りください。 南出入口を利用された
　場合は、救急外来棟までご移動いただき、エレベーターで４階までお上りください。
※ 施設HPの交通アクセスのページ（右QRコード）もご参照ください。
※ 手指のアルコール消毒とマスクの着用にご協力ください。
※ 当日、発熱または風邪の症状がある方、体調不良の方はご来場を
　 お控えいただき、オンライン参加をお願いします。
※ 施設内（多目的ホール内を除く）での写真撮影はご遠慮ください。
※ 地域の感染状況等に応じて、オンライン開催のみにする可能性があります。

鈴木 賢一 Kenichi SUZUKI
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 教授

阿部 順子 Junko ABE
椙山女学園大学生活科学部 准教授

岩田 祐佳梨 Yukari IWATA
NPO法人チア・アート 理事長、筑波大学 研究員

篠原 佳則 Yoshinori SHINOHARA
安井建築設計事務所 理事、NPO法人子ども健康フォーラム 理事

高野 真悟 Shingo TAKANO
アーティスト

松嶋 麻子 Asako MATSUSHIMA
名古屋市立大学医学部附属東部医療センター 救命救急センター長

森口 ゆたか Yutaka MORIGUCHI
美術家、近畿大学 教授、NPO法人アーツプロジェクト 副理事長

由井 武人 Takehito YUI
京都芸術大学 ホスピタルアートプロジェクト「HAPii＋」担当講師

本事業受講生　数名

ディスカッション「ヘルスケアアートの課題と展望」

事業HP

なごやヘルスケア・アートマネジメント
推進事業の５年間の振り返りと
日本におけるヘルスケアアートの現状

第1部 第2部

ヘルスケアとアート、そのマネジメント
を考える小冊子 01-04
healthcare-art.net/case/booklet.html
2018～2020 年度に４冊の小冊子を発行しました。
すべてHPからPDFデータをお読みいただけます。
01「子どもにやさしい療養環境」
02「霊安室とケア」
03「英国のヘルスケアアートとマネジメント」
04「ヘルスケアアートの先駆的実践と理論」

サミット来場者に配布します！

2022年２月のサミットで宣言を発表しました。
賛同者をMapやグラフで紹介
しています。詳しくはサイト
を参照ください。

健康で持続可能な社会と人々の
ウェルビーイングを目指し、

アートを活用しようとする熱い想いと
小さな実践の価値をお互いに認め合い、
ともに大きなうねりを生み出しましょう。

ヘルスケアアート宣言2022
healthcare-art.net/declaration2022/

加藤 敬 Takashi KATO
文部科学省 国際統括官付 国際交渉分析官

EV

ヘルスケアアート
のある病院です！

2019年の新病棟設立に
合わせ、スタッフ有志らと
アート制作をしました。
入院診療棟1階廊下の
壁画はサミット当日
　　も見られます。　




